
「みんなのしあわせを創る　杉並の教育」　◇学び合い、信頼をつくり、共に生きる　　◇ちがいを認め合い、自分らしく生きる　　◇誰もが社会の創り手として生きる

『やさしく　かしこく　たくましく』　 委員長　　天野　博之（CS）

『やさしさとしあわせがあふれる桃五小』　　　○子供たちの主体的な活動を導き出す学校　○よい集団の中で、よい個（子）を育てる学校　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○多くの大人の力を借りて、子供を育てる学校　○ウェルビーイングが感じられる学校
○「自立」　自分でよく考えて、行動する。
○「共生」　多様さを認めて、人を大切にする。 5

4

① 自らよく考え、子供自身の成長を大切にし、日常の授業の質の向上に努める教師。 3

② ICT等の教育環境の変化を楽しみ、教員相互に学び合い、支え合い、高め合う教師。 2
③ 保護者、地域の願いを共感的に聞き取り、積極的な情報発信を行い、密なる連携ができる教師。 1

働
き
方
改
革

教職員の働き方
改革を推進する
とともに、学び合
い高め合う教職
員を育成する。

○出退勤入力により各自の労働時間を把握し、ひと月当たりの残業時間の上限を３０時間以内になる
よう努力する。
〇学校の常識にとらわれずに、業務のスリム化を図ることで、余裕をもって自分らしく働けるようにする。
○教室、特別教室、職員室その他、整理・整頓・清潔・掃除の徹底を図り、業務の効率化を図る。
○「東京都教師養成指定校」の指定を受け、教員を志す学生を積極的に受け入れるとともに、学び合い
教え合いを通して、成長し続ける教職員を育成する。

・残業時間の平均は、4月74H、5月41H、6月43H、7月33H、9月41H、10月41H、11月35H、12月31Hである。昨年度平均60Hより3割減となった
が、引き続き、業務削減を積極的に行う。
・5月からシェアポイントを導入し、必要に応じて「すぐメール」にURLを貼って配信した。7月に「学びポケット」による児童の出欠連絡と全家庭
への文書配信を開始した。今後も、デジタル配信によってペーパーレス化を加速する。
・教員の研修や連絡については、積極的にC4thを活用するようにした。
・教務主任に余剰授業時数によるカリキュラムオーバーロードの改善を指示し、1学期末に事務作業時間を確保した。また、通知表所見を廃
止し、個人面談や対話面談で頑張りを伝えるようにした。
・１０月より生活時程を見直し、掃除の時間を週２回に減らすことで、会議や教材研究の時間を確保した。
・東京都教師養成指定校は、杉並区に希望者がいないため指定を受けられなかった。
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開
か
れ
た
学
校
運
営

多くの大人の力
を借りる　「オー
ル桃五」の学校
創りを行う。

○PTAと連携し、保護者の理解や協力を得ながら、子供たちが安全で、充実した学校生活が送れるよう
にする。また、学校公開を毎学期1回実施し、アンケートをとって改善に生かす。
○学校支援本部と連携し、通常の授業や土曜授業において、質の高い授業や安全に配慮された授業を
提供したり、学習環境の整備をしたりする。
○学校運営協議会と連携し、様々な課題や対応を報告するとともに、理解や協力を得る。また、学校関
係者評価を実施する。
○放課後等居場所事業（スマイル広場）の実施に当たり、各関係機関と積極的に連携する。

・PTAとの役員会、運営委員会に参加し、学校の状況を伝えて理解を得るとともに、要望等の意見を伺うことができた。PTA主催の盆踊りに、
多数の教職員が参加した。
・学校支援本部や芝生の会の協力のもと、校庭全面の芝生を維持できている。また、各学年の出前授業や学校公開の安全管理等で支援を
いただいた。漢字検定については、働き方改革の一環から次年度より中止する。
・毎月、学校運営協議会を開催し、学校経営状況を説明し、協議を行うことができた。６月に全教職員と７つのテーマでワールドカフェ形式の
対話を実施した。９月に学校経営の中間報告を行った。今後、学校関係者評価を実施する。
・毎月、スマイル広場（放課後等居場所事業）との調整会議を行い、学童を含めた子供の居場所づくりを充実させてきた。
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特
別
活
動

子供の自主的、
実践的な特別活
動を推進する。

○高学年への「あこがれ」、低学年への「やさしさ」をテーマに、委員会集会や縦割り班集会等の異学年
活動を実施する。
○委員会活動やクラブ活動、学校行事では、役割と責任を与え、責任をもってやり遂げる達成感や、人
のために役立つ充実感を味わうことができるように事前・事後の指導を行う。

・今年度の学校スローガンを代表委員会で話し合い、「支え合い　今を大事に　心やさしく美しく　桃五最高　みんなでさあいこう」とした。児童
玄関に張り出し、パワースポットであることを伝えた。
・６年生が中心となって、縦割り班遊び（校庭、体育館）を運営している。朝の時間に、打ち合わせの時間を設けることで、スムーズに運営でき
た。引き続き、子供が主体となった取組を心がける。
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体
育
健
康
教
育

体力向上と心の
健康づくりに取り
組む。

○体育的行事委員会を中心に、年間を通してスポーツタイムを実施し、運動に親しむきっかけづくりを行
う。
○運動能力テストや学校保健委員会等で、児童の運動や健康に関する課題を明らかにし、学校全体の
健康づくりの取組を行う。
○学校給食運営協議会を開催するとともに、残菜率に着目し給食指導および食育の充実を図る。

・運動に親しむ意識を高めるためにスポーツタイム（全校ダンス、折り返しリレー、紙鉄砲等）を３回実施した。
・１学期にスポーツテスト（全学年全種目）を実施した。反復横跳び、長座体前屈、立ち幅跳びに都平均を下回る学年が多く、柔軟性や巧緻
性に課題が見られた。桃五ジャンピングやスポーツタイム、体つくり運動の授業で解決を図っていく。８月３１日に定期健康診断をもとに、学
校保健員会を実施した。
・給食は２学期も提供されることになったが、残菜率が平均１３%と高いので、食育担当中心に、学級活動や給食指導での改善を図っていく。
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連
携
教
育

小中一貫教育、
幼保小連携、地
域連携の充実を
図る。

○中瀬中、八成小との小中連携では、本校が幹事校として授業を公開し、積極的に情報共有する。
○第6学年による「学校見学」「部活動体験」「体験授業」等を計画的に実施する。
○幼保小連携については、近隣幼稚園、保育園、子供園との「小学校体験等」の交流活動を実施する。

・小中合同研修会では、主幹教諭が中心となって、「学びの構造転換、生活指導、宿題、教育支援、働き方改革、英語指導」等の協議でリー
ダーシップを発揮した。９月に第６学年が「学校見学」を実施した。１２月に代表委員会が小中サミットを実施し、児童会活動や赤十字活動を
紹介した。
・幼保小連携については、夏季休業中に近隣幼稚園、保育園の５園が３グループに分かれて「体験授業（国語、算数、体育）と施設見学を
行った。１２月に、１年生との交流会を実施した。
・７月のPTA盆踊り大会開催に伴い、灯篭づくりや盆踊り、出店等で地域との連携を図ることができた。また、１１月におやじの会のディキャン
プ開催、１２月にPTAもちつき大会を開催し、多くの保護者や地域の方と連携することができた。

4

教
育
支
援

だれ一人として
取り残さない教
育支援の理解と
充実に努める。

○「全ての子供たちを全教職員で支援する」という方針のもと、生活指導終会等で情報共有を行い、登
校しぶりや不登校、問題行動には、教育支援コーディネーターを核に組織的に対応する。
○特別支援教育の「構造化」の考え方を、授業や生活指導、教室環境に生かしていく。（①見通しをもた
せる②見える化する③刺激を遮断する）
○特別支援教室（ももご教室）においては、巡回教員、特別支援教室専門員、スクールカウンセラー等と
連携を図り、発達の特性に応じたきめ細やかな指導の充実を図る。

・毎週金曜日の生活指導夕会で、情報共有を行った。また、毎月の職員会議で教育支援の時間を設け、支援方針を共通理解した。教室での
学習が困難な児童に対して、11月より校内別室支援を試行し始めたが、運営方法については今後も検討が必要である。
・１学期に特別支援教育の校内研修会を２回実施した。また、ももご教室の巡回指導教員から、全校児童に向けて、特別支援教室の目的と
内容について講話を行い、特別支援教室への理解を深めた。
・１学期のももご教室の利用者は１５名である。２学期は新たに３名が入室し、１８名の指導を行った。今後も教育支援校内委員会を充実させ
ていく。
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学
び
に
向
か
う
力

１人１台のタブ
レットPCを積極
的に活用し、学
びに向かう力を
つける。

○１人１台のタブレットを有効活用し、「いつでも、どの教室でも、どの教科でも」を合言葉に、ICT（１人１
台タブレット、電子黒板、デジタル教科書、プロジェクター等）を活用した授業を推進する。また、家庭学
習についても、タブレットを活用した宿題に取り組む。
○「協働的な学び」を推進するにあたり、対話を充実させ、話し合いの活動を活発化させるとともに、授
業のねらいを明確にし、児童にとって深い学びとなるような授業展開を図る。
○校内研究では、「個別最適な学び」「協働的な学び」を視点に、授業改善を図る。
〇「パワーアップタイム」「放課後補習」「対話の時間」「マイセレクト学習」に学校全体で取り組む。

・ICT委員会を月１回開催し、授業での活用や環境整備、情報モラル等について、教育DXの取組を推進してきた。また、家庭学習において
は、第４学年が先行してAIドリルに取り組んだ。
・朝の時間を活用し、対話の時間（対話力を高める取組）を全学年で行った。
・校内研究については、研究主題を「たくましく学ぶ児童の育成」として、個別最適な学びと協働的な学びの充実を意識して、２学期に６回の
研究授業を行った。研修主題に迫るためのたくさんの手立てを開発・実践することができた。
・個別最適な学びについては、マイセレクト学習として各学年が意識して取り組んだ。また、２学期以降、カリキュラムオーバーロードにならな
いように、教科横断的な学習を意識したカリキュラムマネージメントに取り組んだ。
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心
を
育
て
る

「青少年赤十字」
活動を推進し、
心の教育に努め
る。

○5月に青少年赤十字加盟し、活動の理念の理解を深め、学校事情に照らし合わせて、「古本回収」「古
切手回収」「あいさつ運動」「１円玉募金」「クリーンアップ作戦」等に取り組む。
○「し」せい「あ」いさつ「わ」らい「せ」いとん　を「桃五小のしあわせの風」として、学校全体で達成できる
ようにする。
○各学級で起きているいじめを的確に認知し、情報の共有化を図り、いじめの早期発見、早期解決に向
けた教育相談体制を強化する。「いじめの認知件数が多いのは、教職員の目が行き届いている証であ
る」「担任一人で抱えることなく、組織的に対応する」

・職員会議や保護者会、学校運営協議会で丁寧に説明し、5月1日に青少年赤十字に全校加盟した。全校朝会で「赤十字と青少年赤十字」に
ついての動画を視聴し、理解を深めた。特別活動主任を東京都支部の指導者研修会に派遣した。3学期に「１円玉募金」「古切手回収」「あい
さつ運動」「ペットボトルキャップ回収」「古本回収」の取組を実施する。
・10月中旬より掃除の時間を週2回に減らし、子供たちの自主的な「奉仕（ボランティア・サービス）の心」を育んできた。今後、「しせい・あいさ
つ・ありがとう・わらい・せいとん」を桃五小をしあわせにする５つの習慣として学校全体で取り組んでいく。
・いじめの重大事態を招かないために、学校いじめ防止基本方針の全面改訂を行い、保護者会で各担任が説明した。2学期末までのいじめ
認知件数が85件（昨年度15件）であり、早期発見・早期解決に当たることができた。また、2学期末にいじめ対策推進法について、弁護士を招
聘し校内研修を行った。
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給
食
室
改
修

大規模改修をプ
ラスととらえ、学
校の教育活動を
工夫する。

○1学期に学務課、工事業者、PTAと連携を図り、2学期に安全な工事と弁当対応（牛乳提供）ができる
ように準備する。
○2学期の給食室の工事期間や夏季休業中の照明機器工事（LED化）について、工事業者や営繕課、
学校整備課と2週間に1回程度の打ち合わせを行い、教育活動に影響が出ないようにする。
○給食停止中に、弁当だからできる活動を、特別活動部や食育チーム等で検討し、児童にとって有意義
な期間にする。

・入札不調により、給食改修工事が1年延期されたため、保護者や学校関係者に丁寧に説明した。給食調理員の熱中症対策を事務主事とと
もに対応し、庶務課よりスポットクーラーをレンタルした。次年度の工事を予定して、教育課程を作成する。
・夏季休業中の照明機器工事（LED化）については、工事業者や営繕課、学校整備課と連絡を密にし、無事に終了した。校内が大変明るく
なった。児童の安全や健康を第一に、省エネの取組に努める。
・工事中止のため、芝生でのお弁当給食は実施しなかったが、芝生の養生期間を従来より前倒しして実施することで、よりよい状態を維持す
ることができた。

2

○６月の弁護士によるいじめ予防の講演会「子どもの人権、子どものしあわせとは」は、
子どもにとって分かりやすく、非常に良かった。このような取組を毎年やっていくとよい。
▲チーム担任制では児童理解が進まないのではないか。なぜその方がいいのか、子ど
もが多様化している背景を、もっと分かりやすく説明していく必要がある。

○入札の成否は学校では制御できないものであり、やむを得ない。その中で、調理員の
熱中症対策や保護者への説明など、随時対応がなされていた。
▲給食が休止されることは保護者に影響を与える。今年度の企画が次年度に実施でき
るよう、担当者が変わる中で丁寧に引継ぎをすることが重要である。

結果と成果
学校関係者評価委員

経
営
方
針
の
浸
透

「やさしさ」と「し
あわせ」があふ
れる桃五小をス
ローガンに、子
供ファーストの教
育活動を推進す
る。

○職員会議、保護者会、学校運営協議会等で、学校経営方針を丁寧に説明する。学校だよりや全校朝
会で、積極的に発信していく。
〇教育活動をコロナ前に戻すのではなく、コロナで得た知見を活かして、子供の目線を大切にした子供
ファーストの教育活動となるように見直す。
○学級担任が一人で抱えるのではなく、チーム担任を意識して、教科担任制、交換授業や合同授業を
積極的に行う。

・「やさしさ」と「しあわせ」があふれる桃五小をスローガンとして、全校朝会、職員会議、保護者会、CS会議で発信することができた。また、5
月に学校経営方針を載せた学校要覧を作成し、配布した。「やさしさ」と「しあわせ」について、全校朝会や学級で話題にすることで、昨年と比
較して、学校全体の児童が大変落ち着いている。
・道徳授業地区公開講座で弁護士を講師に「子供の人権、子供のしあわせとは」といういじめ防止の授業、講演会を実施した。また、６年３組
において、杉並区子どもの権利条例制定に向けた意見交換会（公開授業）を実施した。移動教室や学校行事において、子供の成長や学びを
視点にあり方を検討し、新年度の教育課程編成に生かす。
・「全ての児童を全教職員で支援する」という方針で、チーム担任制をより一層進めてきた。教科担任制や交換授業だけでなく、クラスを解体
した授業、給食、掃除等で取り組む学年が増え、そのよさを共有できた。次年度は、チーム担任制を一層進める。
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令和５年度　杉並区立桃井第五小学校 経営・評価計画　[自己評価報告書]・「学校関係者評価報告書」                                         校長　佐野　篤
学校関係者評価委員会委員　　　　目標体系

杉並区の教育ビジョン

学校の教育目標

経営方針 〇全ての子供たちを全教職員で支援する　　○学校をオープンにして多様な風を入れる　　〇変化を恐れずに試行錯誤し、協働する。　　 委員　　唐澤　弘子（CS)　　石井　雅幸(CS)　　津吹　猛司（CS）　丸山　麻雄（CS）　伊藤益子（CS）　　白瀬　理恵（CS）　　

大切にする教師像
普通

もう少し
悪い

○地域では町会費とまとめて募金を集金しており、昔から赤十字募金をやってきた。青
少年赤十字加盟校になったことで、これまで子どもたちが取り組んできた挨拶運動や募
金活動を赤十字の精神に結びつけることができた。
▲いじめや問題行動を起こす子どもには、そうした行動に出てしまう背景があるというこ
とを理解した上で生活指導をしていく。

○区の学力調査では、国語の全体平均値が区の平均値を超えた。これまでの校内研究
の成果であり、授業研究に熱心に取り組む教員が多いことは桃五の強みである。
▲教育のＤＸを進めることで、処理速度は身に付くが、再生できるので覚えなくなり学力
が落ちる。手を使って書くことの大切さも忘れてはいけない。

○子どもが少し気分を変えて別室で学習をするスペースを作ったことは重要なことであ
る。疎外感をもたないように、自然なやり方でスタートしたのがよい。
▲支援教室と通常学級との境界線がはっきりしているものではない。もっとグラディエー
ションになるように、学校で工夫しなければならない。

○コロナで休止していた盆踊り、デイキャンプ、餅つきが、地域の協力により実施でき
た。コロナ禍で得た知見を生かして、効率性を考えた開催になった。
▲この地域は、学校と深い繋がりを維持し続けてきた。自治会長や町会長など地域の
長年の協力者に事前に話を通していくことが大切である。

○朝と放課後の外遊びは、子供にとって貴重な時間になっている。朝遊びですっきりし
た頭で学習したり、放課後遊びで満足感をもって帰宅したりできている。
▲体力調査の結果が出ると、必ず芝生との関係が問題となる。養生期間のために、子
どもたちの運動の機会が奪われているのではないか。

○子供たちは、元気に遊んだり楽しく勉強をしたりしている。そうした毎日の当たり前のこ
とが幸せだということを子供たちが気付けるとよい。
▲１年生の朝顔の種まきや昔遊びのゲストティーチャーなど、地域や保護者が参加し
て、子どもたちの様子が分かる活動をもっと充実させるとよい。

○保護者に見えやすい成果と見えにくい成果がある。教育調査で高い評価を受けた項
目は、評価された何かがあるはずである。それを意識して実践を積み重ねていくことで
ある。
▲教育調査の内容は、不登校児童の保護者は回答しにくいなど、支援が必要な子ども
たちについての意見は反映されていないことを踏まえていかなければならない。

○学校が多忙化し教員が疲弊しているという危機感やこれまでの経験が通用しないほ
ど求められる教育の質が変わってきたという実態を、教員からの直接の訴えで詳しく理
解することができた。
▲働き方改革に反するが、余剰時数は学力の低い子供にとっては余剰ではない。学び
をどう保障するかを平行して進めていかなければならない。

大切にする学校像
　　　　　大川　直子（CS)　　田中　哲（CS) 　　天野　由紀子（CS）　　　

大切にする児童像
評価

優れている
○「寛容」　自分の中に、「やさしさ」を育てる。 良い

令和５年度　経営計画・評価計画
評価区分

評価指標・評価基準 教
員
肯

自己
評価重点目標 目標実現のための方策
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